
株式会社 ピー・ソフトハウス

高品質なオーディオ信号処理高品質なオーディオ信号処理
（再生速度・音程変更）（再生速度・音程変更）

平成２０年度 特許ビジネス市



本技術誕生の経緯本技術誕生の経緯

当社が保有する専門技術を用いた製品群

複合分野の製品を作りたい

音の再生速度・音程変更において
音質面で満足できる技術が無い
音の再生速度・音程変更において
音質面で満足できる技術が無い

しかし・・・

映像分野
•Ｐｅｎｃｉｌ＋
３ＤＣＧをセル画/鉛筆画のように
描画するシェーダープラグイン

•Ｌｉｑｕｉｄ＋
３ＤＣＧを水彩画のように描画す
るレンダラープラグイン

音声分野
•ＶＯＩＤ Ｍｏｄｕｌａｒ Ｓｙｓｔｅｍ
アナログ シンセサイザーをシミュ
レートしたソフトウェア音源

ソフトウェア・プロダクト・
オブ・ザ・イヤー2004
（IPA/SOFTIC共催）



従来技術と問題点従来技術と問題点

音の再生速度・音程変更処理とは？

一般的な２つの手法が抱える音質の問題
波形接続方式
短い間隔で波形を区切り、
重ね合わせや間引きを行う

シンプルな音に対し
高いパフォーマンス

複雑にミックスされた
音楽には向かない

ボコーダ方式
周波数解析を行い、バンド成分の
位相をスケーリングして波形合成

ミックスされた音楽の
処理が可能

位相のずれによる
音質の劣化が発生

実用化するためには音質改善が必要実用化するためには音質改善が必要



本技術の特徴本技術の特徴

入力音入力音

出力音出力音

ＦＦＴ

振幅・周期・位相解析

波形合成

ボコーダ方式の フレーム処理

位相同期化処理位相同期化処理

原波形

中間波形

最終波形

①ボコーダ方式による処理

②位相評価

同期波形

③クロスフェード

特許第４０３１８１３号



本技術による効果本技術による効果

あらゆるオーディオ信号に対して、これま
での常識を覆す高品質な処理が可能に！

原音

本技術本技術

波形接続方式

ボコーダ方式

ノイズが出現
ノイズが出現

歪みが発生
歪みが発生

原波形に類似
原波形に類似

スロー用サンプル（三味線演奏）

倍速用 サンプル（ミックス楽曲）

エコーがかった音になる

音が消失する

位相干渉により音量がばらつく

音のステレオ感がはっきりしない

自然で違和感のない
高品質な処理

自然で違和感のない
高品質な処理



利用分野利用分野



特許の概要特許の概要

発明の名称
オーディオ信号処理装置、オーディオ信号処理
方法およびその方法をコンピュータに実行させる
プログラム

出願人：株式会社ピー・ソフトハウス

国際出願番号：ＰＣＴ/ＪＰ２００５/０２３８２８
国際公開番号：ＷＯ２００６/０７０７６８

日本国において特許登録（ ２００７年１０月２６日）

特許第４０３１８１３号



請求の範囲請求の範囲

特許請求の範囲 ・・・ 全１３項

全ての請求項は「位相のリセット（＝位相
同期化処理）」についての記述

装置 方法
コンピュータ
プログラム

⑤

⑩

⑪ ⑫ ⑬

①

⑥

バンド
分割

②

⑦

分割
なし

③

⑧

バンド
分割

④

⑨

分割
なし

バンド分割 /
分割なし両方

原波形
切り出し型

同期波形
生成型

同期時の
位相評価法

位相同期化処理



類似特許との比較類似特許との比較

本技術本技術



表彰・受賞履歴表彰・受賞履歴

第２０回 中小企業優秀新技術・新製品賞
奨励賞受賞 （２００８年）

みやぎものづくり大賞 優秀賞受賞 （２００５年）

（本技術搭載の弊社製品）



対象市場について対象市場について

対象市場の事業規模
– オーディオ機器：5000億
– テレビ / ビデオ / カメラ：1.5兆
– ゲーム：3兆
– モバイル機器：5000億
– カラオケ：2350億
– 音楽 / 映像インターネット配信：1兆

本技術のシーズは市場とマッチしており、
大きな収益を見込める

本技術のシーズは市場とマッチしており、
大きな収益を見込める

（単位：円）



採用実績採用実績

これまでの本技術の採用事例
– 弊社製品サウンド編集ソフトウェア

– 大学院研究室用カスタムソフトウェア

– 音声合成エンジン

– 音声加工ソフトウェア

従来技術の音質的問題で採用が見送られて
きた分野や、新規事業での採用を目指したい

従来技術の音質的問題で採用が見送られて
きた分野や、新規事業での採用を目指したい



ターゲット市場ターゲット市場 –– 新製品新製品//サービス展開サービス展開

ピー・ソフトハウス
高品質再生速度変換技術

ピー・ソフトハウス
高品質再生速度変換技術

株式会社エクシング
豊富なカラオケコンテンツ

株式会社エクシング
豊富なカラオケコンテンツ

新Webサービス

の誕生

• ２００８年９月１１日 サービス開始

• ユーザーが選んだ複数の楽曲を連結し、テンポをコント

最新の本技術の採用事例

ロールすることで、効率的なジョギングをサポート

様々な分野の企業様へライセンスし、

「新スタイルの製品/サービスの創出」を目指す

様々な分野の企業様へライセンスし、

「新スタイルの製品/サービスの創出」を目指す



ターゲット市場ターゲット市場 –– 弊社リサーチ弊社リサーチ

ＡＶ機器に関する弊社のネットリサーチ
– ２００７年４月株式会社マクロミル実施

– 映像/音楽/放送等のエンジニア５２、電機メーカー

商品開発関連部門担当者１５５、計２０７サンプル

調査結果１：時短再生/スロー再生の利用

７０％以上の利用意向

※主な利用目的は、「映画
やドラマを視聴する際の時
短再生による時間節約」と
いう結果が得られた



ターゲット市場ターゲット市場 –– 弊社リサーチ弊社リサーチ ②②

調査結果２：本技術の搭載を希望する機器

映像/音楽複合機器に対して高いニーズ

デジタルハイビジョンＴＶやＢＤプレイヤー
の普及により、需要の拡大が期待できる

映像/音楽複合機器に対して高いニーズ

デジタルハイビジョンＴＶやＢＤプレイヤー
の普及により、需要の拡大が期待できる



今後の開発今後の開発

ハードウェア搭載に際しての課題

– 高性能なプロセッサを搭載するＡＶ機器上で
は、ソフトウェア移植のみで動作する

– プロセッサの処理リソースが不十分な機器に
対しては、対策が必要

組み込み向けの専用チップの開発組み込み向けの専用チップの開発

実現すれば・・・

小型なウェアラブルデバイスへも搭載可能



事業化計画事業化計画

☆モバイル機器メーカー様へのライセンス検討

☆専用チップの開発開始

☆海外企業様へのライセンス検討（国際特許成立後）

☆AV機器メーカー様へのライセンス検討

☆関連分野企業様への本技術の周知



ライセンス条件ライセンス条件

ライセンスの形態：通常実施権

技術的完成度：事業化段階

技術指導 / ノウハウ提供等：可能

費用

– イニシャルロイヤリティ：２００万円

– ランニングロイヤリティ：

数パーセント～５０パーセント
（売上に対する本技術の貢献度により、協議のうえ決定）



技術の提供方法技術の提供方法

ソフトウェア開発キットの提供
– Ｗｉｎｄｏｗｓ / Ｍａｃ / Ｕｎｉｘなど

※家庭用ゲーム機など、その他プラットフォームにも対応可能

受託開発（ＯＥＭ供給など）

– 本技術搭載のソフトウェアを当社にて開発

アルゴリズム提供

– 組み込み用途向けアルゴリズム提供

専用チップの提供
将来的には・・・



希望する支援希望する支援

パートナー企業の募集

– オーディオ製品開発メーカー

– デジタル家電開発メーカー

– 音楽/映像配信サービスの提供元

など

チップ開発のための支援

国際特許取得後の海外企業との折衝



時代をリードする企業様と最良のパートナー関係を築き
顧客の皆様のご満足を共に追及していきます


	高品質なオーディオ信号処理�（再生速度・音程変更）
	本技術誕生の経緯
	従来技術と問題点
	本技術の特徴
	本技術による効果
	利用分野
	特許の概要
	請求の範囲
	類似特許との比較
	表彰・受賞履歴
	対象市場について
	採用実績
	ターゲット市場 – 新製品/サービス展開
	ターゲット市場 – 弊社リサーチ
	ターゲット市場 – 弊社リサーチ ②
	今後の開発
	事業化計画
	ライセンス条件
	技術の提供方法
	希望する支援

